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東北沢ききょう保育園  

 

2 月は思いのほか寒い日がありました。もしかしたら東京でも雪が降るか…と期待しました

が、残念ながら子どもたちが待ち望んでいた、雪合戦は残念ながらできませんでした。 

 

いよいよ今年度は今月で終わります。3 月は「桃の節句」で、女の子の節句といわれてい

ます。お家で飾られることと思いますが、園にもありますので玄関の台に置きました。  

今月で令和４年度は終わります。3 月は保育園では新入園児が決定し、準備をしている

うれしさ。一方、卒園に向けても取り組んでいます。慌ただしい季節です。別れの寂しさ。 

迎え入れるご家庭やお子さんたちへ、安心の保育を提供できるようにと願って、取り組ん

でいるところです。 

桜の咲く時期が近づいてます。東北沢駅の北側、銀行前に「川奈桜」が咲いています。

駅周辺の再開発の折、地域の方が区に働きかけて植えたと聞きました。パッと咲いてパッと

散る「染井吉野桜」と違って、結構花を楽しめる期間がありますのでお楽しみにごらんくだ

さい。 

 

３  月  の  予 定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２  月  の  保  育 

 

★ 3 月  2 日（木）  身体測定  

 

★ 3 月  8 日（水）  卒園の会  リハーサル 

乳児検診  ひなぎく組  

  

★ 3 月 10 日（金）  避難訓練    

 

★ 3 月 15 日（水）  第 11 回  卒園の会   

 

★ 3 月 17 日（金）  お別れバイキング 

 

★ 3 月 22 日（水）  乳児検診  ひなぎく組  

 

★ 3 月 24 日（金）  3 月生まれの誕生会食  

 



 

＊ ききょう組 区立プラネタリューム  

2 月 3 日（金）、電車を乗り継いでプラネタリュ－ムに行きました。東京では星

空は見えないことが多く、晴れ夜に見えるのは 1 等星位です。星空を見た子ども

たちは感動していたようで、返ってくるなり星座の話をしてくれました。いつかど

こかで空いっぱいの星空を見られるといいですねえと思いました。 

＊ 幼児クラス パーティ 

 2 月 14 日（火）は最後のパーティでした。案内状も自由奔放なたのしいもので

した。当日の写真をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        
        踊  り 

荒 馬 踊 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*    
                

 

 

 

合  奏 

 



＊ 全クラス 移行 

 

2 月 20 日（月）ひなぎく組はお隣のたんぽぽ組へ登園しました。親御さんのご

協力、ありがとうございました。職員も一緒だったからでしょうか。不安な様子は

なく、関心のある玩具を手に遊びだしました。 

たんぽぽ組は 2 階へ行って

得意そうです。新しい雰囲気

のお部屋で楽しそうです。す

みれ組は幼児クラスで異年齢

に交じり、好きに遊びだしま

した。みんな大きくなりまし

た。 

ききょう組は 6 年前に過ご

したひなぎく組で、気心

が知れた仲間と一緒に 1

カ月余りを過ごします。

自分でやりたいことや描

きたいこと、作りたいと

思ったことができる期間

です。クラスの活動も新

鮮で楽しそうです。卒園

に向けて自分で決めて取

り組むことに真剣です。 

ききょう組は手先がと

ても器用になりました。1cm×2cm、厚さ 2mm 程の小さい RaQ というブロックを

組み立てて、見事に動物や乗り物をつくるのです。 

 

4 月 1 日に進級すると担任が変わっている、ということは、子どもにとって

どうなのだろうと考え、昔から 1 カ月以上前から取り組みをしているところで

す。移行期を設け、保育室に慣れたころ来年度の担任が保育に入り、子どもに

なれていきます。 

 

＊ お別れ遠足  

2 月 22 日（水）、幼児クラスで最後の行事である、お別れ遠足のため 

駒場公園に出かけました。好天に恵まれましたので、ホッとしました。 

荷物を所定の場所に置くと、自分で好きな遊びをしていました。広い場なの

で走り回わる、石けりなど、お腹が空いたと思います。お弁当よく食べました。 

東北沢ききょう保育園の他に、来ていた保育園がありました。園児同士でリ

レーをしたのです。交流をたのしむことができて、本当によかったです。 



 

     石 け り 

リ レ ― 

お  知  ら  せ 

 

＊ マスクのこと 

 新型コロナ発生から国はマス

クをするようにと決めました。

国民の大部分は、3 年間真面目に

付けておりましたが、3 月 15 日

をもって、各個人に委ねると言

っています。付けたい人はその

まま続けてもよし、外してもよ

し、自由になりました。ご家庭で

どうなさるか決めてくださるよ

うお願いします。 

うれしいお弁当の時間               この 3 年間、素顔を見せた 

ことがない、職員や保護者もいた

かと思いました。言葉とアイコンタクトでの対応でしたが、これからは顔の表

情、笑顔で保育することになります。お子さんたちは、保育者に対して、親近

感や信頼をより一層寄せてくれるのではないでしょうか。このままコロナは終

結となることを願っています。 


